
凡 例

本書は、2021年6月30日現在において、日本国籍を持つ総トン数20トン以上 100トン未満、
および 500トン未満の第１種、第２種漁船を収録した。

本書編纂の方針として １．本文中の各船舶の配列は、五十音順とした。
２．年号は西暦で表示した。

以下に本書使用の便宜のため船舶明細各欄につき詳細に説明する。

英 文 船 名 本船固有のスペリングによる。
船 種 用途別にできる限り詳細に分類し次の略号で表示した。

油 油送船 土 土砂運搬船 貨客 貨物/旅客兼用船 獲 漁獲物運搬船
鉱油 鉱/油兼用船 砂利運搬船 フ ﾌｪﾘｰ、自動車渡船 漁 漁撈船
OBO 鉱/撒/油兼用船 石材運搬船 レ ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ 捕鯨船
貨油 貨物/油兼用船 砂利採取運搬船 遊 釣舟、屋形船等 ﾄﾛｰﾙ漁船
鉱 鉱石専用船 化 ｹﾐｶﾙﾀﾝｶｰ 曳 曳船 延縄漁船
鉱炭 鉱/炭兼用船 危険物 押 押船 底曳漁船
鉱撒 鉱/撒兼用船 苛性ｿｰﾀﾞ 押曳 押/曳兼用船 旋網漁船
炭 石炭専用船 ｱﾝﾓﾆｱ水 曳重 重量物/曳兼用船 工 鮭鱒母船
ニ ﾆｯｹﾙ専用船 硫酸等 曳救 曳/救助兼用船 捕鯨母船
ボ ﾎﾞｰｷｻｲﾄ専用船 ｱｽﾌｧﾙﾄ 救 救助船 蟹工船、ﾐｰﾙ船
燐 燐鉱石専用船 糖蜜運搬船等 水 給水船 冷凍工船
塩 塩専用船 液ガ 高圧液化ｶﾞｽ船 特 練習船、実習船 巡 巡視船、監視艇
撒 撒積専用船 液化ｱﾝﾓﾆｱ ｹｰﾌﾞﾙ敷設船 消 消防・防災船
穀 穀物専用船 ｴﾁﾚﾝ 漁業取締船 ｵｲﾙﾌｪﾝｽ展張船
木 木材専用船 塩化ﾋﾞﾆｰﾙﾓﾉﾏ 漁業調査船 観 気象観測船
チ ﾁｯﾌﾟ専用船 ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｻｲﾄﾞ等 油回収船 測 測量船
自 自動車専用船 ＬＰ ＬＰＧ船 海面清掃船 起 起重機船
自貨 自動車/貨物兼用船 ＬＮ ＬＮＧ船 診療船 浚 浚渫船
自撒 自動車/撒兼用船 Ｃ ﾌﾙｺﾝﾃﾅ船 視察船等 揚 揚錨船
鋼 鋼材専用船 貨 一般貨物船 廃 産業廃棄物船 揚曳 揚錨/曳兼用船
セ ｾﾒﾝﾄ専用船 重 重量物運搬船 し尿運搬船 作業 多目的作業船
コ ｺｰｸｽ専用船 客 旅客船 調査 海洋･深海調査船 ｻﾌﾟﾗｲﾎﾞｰﾄ
灰 石灰石専用船 観光遊覧船 学術調査船 警戒 側方進路警戒船
冷 冷凍・冷蔵運搬船 水中翼船 資源探査船 交 交通船

船 名 本船固有の使用文字による。
船 主 名 所有者が２名以上の場合は１名とした。ただし、独立行政法人 鉄道建設･運輸施設

整備支援機構共有船である場合は、整備支援機構を表示した。
進 水 ・ 竣 工 年月を表示した。
満 載 喫 水 夏期満載時における平均喫水。
船 質 次の略号で表示した。

木 木 鋼軽 鋼と軽合金
木プ 木と強化プラスチック アル アルミニウム合金
木鋼 木と鋼 強プ 強化プラスチック
鋼 鋼 軽合 軽合金
鋼ア 鋼とアルミニウム合金

登録長・型幅・型深 船舶原簿登録寸法を示す。
主機関種類・馬力 ディーゼルはＤ、電気推進はＥ、タービンはＴ、ＬＮＧはＧ、スチームはＳ、

ＤＦエンジンはＷの略号で表示
した。主機が複数の場合は合計馬力数とし、型式の最後に×により台数を示した。
（例６ＭＳ×２）
計量単位の国際標準化に伴い、単位「PS」は「kW」に換算し併記した。

船舶電話、ＦＡＸ等については、電話（ＦＡＸ）番号のみを表示。


